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1.  はじめに 

近年，LINE や X(旧 Twitter)，Instagram などの SNS

の普及が進み，日本における SNS 普及率は 2021 年時点

で 82%まで拡大した 1)．SNS はコミュニケーションや情

報共有などを簡単に行うことができ，個人生活や企業の

経済活動にも深く浸透している． 

SNS の匿名性は自由に発言ができるというメリットに

なるが，誹謗中傷が容易となり，拡散性も高いため個人

が投稿した情報が急速に広まるようになり，生活を脅か

される，経済的損失を被るなどとした実害を受けてしま

うことが問題となっている．著名人が SNS 上で不特定多

数の人から誹謗中傷を受け自殺に追い込まれた事件が起

きるなど SNS の誹謗中傷は社会問題化している．そのた

め，迅速に攻撃的な表現を含む投稿を検出し，被害者の

保護を行うことが重要である. 

本研究では，入力された文章が攻撃的なものであるか

判定することを目的とする．システムは Google が公開し

ている自然言語モデル BERT（Bidirectional Encoder 

Representations from Transformer）に基づき構築する． 

 

２．手法 
 本研究では Google Colaboratory 上で開発を行った． 

 2.1 データ収集 

 本研究では X（旧 Twitter）の投稿を収集した．リプラ

イ，引用リポストを含むポストを収集対象とし，攻撃的

な文章を含む投稿と攻撃的な文章を含まない投稿をそれ

ぞれランダムに収集を行った．最終的に 400 個の投稿が

集まった．収集した投稿の分布を表１に示す． 

 

表 1 投稿の分類 

投稿の内容 投稿数 

攻撃的な表現を含む 115 

攻撃的な表現を含まない 285 

合計 400 

 

 

2.2 アノテーション 

収集したデータに対し，アノテーションを行った．１

リプライにつき攻撃的な表現を含むかどうか「0：含まな

い」，「1:含む」の二つに分類を行い，データセットを

構築した．  

 

2.3 BERT（Bidirectional Encoder Representations 

from Transformer） 

 BERT は 2018 年に Google から発表された深層学習

モデルである．Transformerがベースとなっており，フ

ァインチューニングを利用することにより様々な自然言

語処理に対応可能となっている．図 1 は BERT の学習

を示す図である． 

 

 
図 1 BERT の学習 2) 

BERTは，事前学習とファインチューニングの二つの

フェーズで構成されており，事前学習のフェーズでは，

文章を入力しモデルの訓練を行い，事前学習により得ら

れたパラメータを初期値としてファインチューニングを

行うしくみとなっている．  

本研究では日本語の攻撃的な文章の検出を行うため，

日本語 BERT 訓練済みモデルを使用した．このモデル

は東北大学自然言語処理研究グループによる，日本語版

Wikipedia をもとにデータベース化し訓練した汎用言語

モデルBERTの訓練済モデルで，現在はMeCab(ipadic)

と WordPiece で単語分割したモデル，文字単位で単語

分割したモデルの 2 種類を公開中である. 

2.4 分類器の作成 

 本研究では事前学習済みモデルとして日本語 BERT

訓練済みモデルを使用し，データとしては 2.2 で作成し

たデータセットを用いた．この日本語 BERT 訓練済み

モデルをファインチューニングすることにより分類器を

作成した．  

  

2.5 ファインチューニング 

 BERT の学習には非常に時間がかかるため，ファイ

ンチューニングを使用する． 

 

2.6 評価 

 攻撃的な表現の判定に，損失関数，正答率を使用し

て評価を行う．損失関数は BERT で既に定義されてい

るクロスエントロピー誤差を使用する．モデルの予測

値を tk，正解ラベルの one-hot-encoding 表現を𝑦𝑘とし

た時のクロスエントロピー誤差は次のように定義され

る． 

𝐶𝑟𝑜𝑠𝑠𝐸𝑛𝑡𝑟𝑜𝑝𝑦𝐿𝑜𝑠𝑠 = − ∑ 𝑡𝑘 ln 𝑦𝑘  

𝐾

𝑘=1

 

正答率は予測値と正解ラベルを比較し，各バッチの正

答率を計算し，訓練中の正答率を計算することにより評

価を行う． 
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３．攻撃的表現の判定実験 
作成したデータセットを訓練用・テスト用に 8：2 の割

合で分割を行った． 

 分類器のファインチューニングにはバッチサイズが 16，

オプティマイザーに勾配のスケーリングと重みの減衰処

理が互いに干渉しない AdamW を用いる．AdamW の学

習率 lr = 0.00001 と設定した． 

訓練用のデータセットには 320 個のデータが存在し，

そのデータセットから 16 個ずつのデータを取り出し，20

個のミニバッチを作成した． 

 今回 Epoch 数は 3 に設定し，学習を行った．その学習

の様子を図 2，図 3 に示す．図 2 は学習中モデルの損失関

数を示している．不安定であるが，学習回数が多くなる

につれ，損失が小さくなり，バッチ数が 50 回以上で損失

が 0.3 を下回る結果となった．図 3 は学習中の精度を示

す．学習回数が 40 回以上で精度が 0.9 を上回る結果とな

った． 

 

 
図 2 作成したモデルの損失関数 

 

 
図 3 作成したモデルの精度 

 
図 4 テストデータの損失関数 

 

テストのデータセットには 80 個のデータが存在し，

そのデータセットから 8個ずつのデータを取り出し，10

個のミニバッチを作成した．そのときの結果を図 4，図

5 に示す. テスト結果も同様に学習回数が多いほど損失

関数は小さくなり，精度も高くなった． 

 
図 5 テストデータの精度 

 

４．考察 
 図 2，図 3 では学習回数が多くなるにつれ，損失関数

が小さくなり，精度が高くなっていることから，モデル

の訓練ができていると考えられる．しかし，どちらのグ

ラフものこぎり型のグラフとなっているため非常に不安

定なものとなっている．作成したデータセットはX上で

攻撃的な表現を検索しヒットした投稿を収集したため，

限定的な内容となっている．そのため，作成したモデル

に攻撃的な文章を入力しても，モデルが判断できず，攻

撃な文章でないと出力される文章が存在する．データセ

ットを構築する際にはより多くの投稿を収集することに

加え検索により得る投稿だけでなく，同じアカウントか

ら投稿される別の投稿を収集することにより広い範囲の

投稿の収集を行うことにより，精度の向上が期待できる． 

  

５．まとめ 
 本研究では，BERTを用いて攻撃的表現を含む文章の

判定を行った．SNS の一つである X から攻撃的な表現

を含む文章と含まない文章の両方を収集し，ラベル付け

を行い 400個の投稿から成るデータセットを作成した．

日本語 BERT 訓練済みモデルを利用することによりフ

ァインチューニングを利用し，分類器を作成した．この

モデルの学習を行い評価を行ったところ，訓練回数が増

えるにつれ損失関数の値は小さくなり，精度が高くなる

という結果が得られた．しかし構築した分類器にＳＮＳ

上の攻撃的文章を入力したところ、攻撃的でない文章と

判定した。今後はより多くの投稿を収集し，精度のよい

モデルの作成を行いたい． 
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